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研究成果の概要（和文）：本研究は、20世紀前半に活躍したモダンダンスの創始者イザドラ・ダンカンと関わり
のあった3人の日本人舞踊家（川上貞奴、花子（太田ひさ）、伊藤道郎）の欧米諸国での公演活動と文化交流、
彼らの公演に対する評価と当時の日本のイメージについて、主に当時の新聞記事、公演プログラム、映像資料、
雑誌、写真を基に調査、検証した。最後にイザドラ・ダンカンと上記3人の舞踊家の影響関係についても明らか
にすることができた。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I focused on three Japanese dancers, Sada Yacco 
Kawakami, Hanako (Hisa Ota) and Michio Ito who had all performed in the US and Europe and had also 
known Isadora Duncan, the pioneer of modern dance and very well known dancer in the early twentieth 
century. I used historical newspapers, films, magazines and photographs to verify these three 
Japanese dancers’ performances in the West and how their performances were reviewed and evaluated. 
In doing so, I also focused on the aspect of cultural exchange and the image of Japan in the West. 
With this approach and methodology, I was also able to reveal the confluent relation between Isadora
 Duncan and the three Japanese dancers.

研究分野：人文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
申請者はこれまで、20世紀前半、欧米を中
心に活躍したモダンダンスの創始者イザド
ラ・ダンカンの活動の全容を解明するため現
地調査を行い、彼女が創出した舞踊の形成と
確立、施した舞踊教育、育成した愛弟子達の
活動他について調査研究し、これまで不明
瞭・未詳であった事柄を解明し、先行研究の
いくつかの誤りを正すことができた。 
しかし調査研究を進める過程で、自身の舞
踊を探究していたイザドラが、ある時、「日
本人の舞踊に一番魅了されている」と語って
いることを知った。 

20世紀初頭は欧米において、ジャポニスム
の潮流の最中にあり、ヨーロッパでは日本文
化が高い評価を得ており、その頃渡欧し現地
で公演活動を実施している日本人舞踊家に
は川上貞奴と伊藤道郎、花子(本名:太田ひさ)
が存在した。3 人はイザドラ・ダンカンと直
接、間接的に関わりをもち、当時各人は諸外
国で絶賛を受けていたことがわかってきた。
それにもかかわらず 3人の日本人舞踊家に関
する先行研究は、殆どが伝記的観点からの記
述のみであり、当時の現地の新聞記事や他の
一次史料を十分に調査分析し検証した痕跡
がみられなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、これまで申請者の研究対象であ
ったイザドラ・ダンカンと関わりがあった 3
人の日本人舞踊家（イザドラの舞踊形成に影
響を与えた川上貞奴、イザドラと交流をもっ
た伊藤道郎、イザドラと面識があったとされ
る花子）の公演活動と文化交流、さらに彼ら
の舞踊の評価と当時の日本のイメージ等に
ついて、主に当時の現地新聞、公演プログラ
ム、映像資料、雑誌、関係者へのインタヴュ
ーを基に詳細に調査・検証し、学術的観点か
らの解明を試みることを目的とする。 
具体的には以下の 4点について明らかにす
る。 
 
（1）欧米諸国における川上貞奴の公演活動
の評価と「ジャポニスム」の普及 
 
（2）欧米諸国における伊藤道郎の公演活動
の評価と文化交流の実態 
 
（3）欧米諸国における花子の公演活動の評
価とオーギュスト・ロダンとの交流 
 
（4）川上貞奴、伊藤道郎、花子の 3 人が提
唱した当時の「日本」のイメージおよびその
相違点・類似点 
 
３．研究の方法 
従来の研究者の研究方法は、各々の芸術家、
舞踊家のみを研究対象に限定しているのに
対し、本研究は、20世紀前半、国際的に活躍
した 3人の日本人舞踊家の世界各地に点在し

ている公演活動に関する一次史料、文献資料、
未発表の映像資料等を詳細に調査・分析し、
それらを比較・検討・統合する作業を通じて、
20世紀前半の舞踊、芸術、文化について学際
的観点からの理解を一層深めることとした。 
国内においては当時の新聞・雑誌記事、関
連史料の詳細な調査、また国外（アメリカ、
イギリス、ポーランド、フランス、デンマー
ク）の諸機関や末裔宅（伊藤道郎）を訪れ、
川上貞奴、伊藤道郎、花子に関連する現地の
新聞ほか一次史料の調査収集に努めた。これ
らの収集した史料を基に、研究目的（1）、（2）、
（3）に示した各々の舞踊家が公演活動を通
して諸外国に与えた「日本」イメージの受容
とその展開について検証し分析を行った。 
また、研究目的（4）に示した 3 人が提唱
した「日本的舞踊」の相違点・類似点、アメ
リカとヨーロッパでの彼らの公演に対する
評価の違い、さらに欧米諸国が抱いた「日本」
に対するイメージの相違点・類似点を明らか
にし、欧米諸国が日本に抱いた印象が歴史的
にどのようなものであったのかについて検
証し考察を行った。 
 
４．研究成果 
＜平成 27 年度の研究成果＞ 
国内では主に当時の新聞記事等の閲覧・収
集、国外のポーランドでは Akademia 
Teatralna、Biblioteka Narodowa、ワルシャ
ワ大学図書館、Biblioteka Jagiellonska、
Szkola Teatralna Biblioteka、イギリスでは
大英図書館、ヴィクトリア＆アルバート博物
館、フランスでは国立図書館、ロダン美術館、
アメリカではニューヨーク公共図書館、カリ
フォルニア大学図書館、フィルハーモニッ
ク・アーカイヴなどの多くの研究機関で川上
貞奴、伊藤道郎、花子に関する一次史料の収
集を行い、それを基に公演活動について調
査・分析した。 
 
(１)10 月初旬に開催された日本の美学会(全
国大会)において、イザドラ・ダンカンの独
自な舞踊の形成に必要不可欠であった芸術
家との交流について発表し、その中でダンカ
ン舞踊の特徴である自由な踊りに影響を与
えたと思われる川上貞奴の存在の重要性に
ついて次のように触れた。 
イザドラ・ダンカンといえば、裸足で踊る
踊り手として知られているが、彼女がアメリ
カ、イギリスで撮影された写真を検証したと
ころ、裸足の踊りは見当たらなかった。しか
し、パリに移住してからの踊りの写真は裸足
になっており、その原点には 1900 年のパリ
万博において、イザドラが連日のように通っ
ていたロイ・フラー劇場の公演、川上貞奴の
「履物を脱いで自由に舞台上で踊る」という
行為の影響があるのではないかと考察した。
イギリス時代にはそれまで履いていたタイ
ツとバレエシューズを脱ぎ、素足にサンダル
という姿で踊っており、まだ裸足というスタ



イルにはなっていなかった。以上のことから
イザドラがサンダルを脱ぎ裸足で踊るに至
った過程には、川上貞奴の影響が大きいと言
及した。（※この点については既に博士論文
で記述している） 
 
(２)3 人に関する映像資料として、川上貞奴
に関しては晩年彼女が岐阜県に建立した「貞
照寺」の入仏式の様子が撮影されたものがあ
った。花子に関しては、題目不明の作品が見
つかったが、花子の回想録に第一次世界大戦
が始まる前に 1000 フランで撮影されたと記
載されていたことから、この映像がそれに該
当するものではないかと推測できた。伊藤道
郎に関しては、映画作品「ブールー」の中で
踊りを披露しているシーンがあることが判
明した。 
 
(３)10月末にはポーランド（クラクフ）で開
催された Polish Institute of World Art 
Studies 主 催 の 国 際 会 議 East Asian 
Theatres: Tradition－ Inspiration-Europe- 
an/Polish Context において、“Sada Yacco 
and Hanako's Performances: Images of 
Exotic Japan in the West in the Early 
Twentieth Century”と題する研究発表を行
った。発表の中で、川上貞奴と花子が欧米の
観客に披露した舞踊、とりわけ演技の「ハラ
キリ」における当時の日本の野蛮なイメージ
の植え付けは、演技者のアイデアではなく興
行主ロイ・フラーの要請によるところが大き
いことを指摘した。川上貞奴も花子も劇中に
「ハラキリ」のシーンを入れることについて
疑問を抱きながら演じていたことにも言及
した。 
 
(４)10 月末、ワルシャワ大学で“Three 
Japanese Performers in the Early 
Twentieth Century: Sada Yacco, Hanako 
and Michio Ito” のタイトルで、貞奴、花子、
伊藤道郎の舞踊の特徴について講演した。川
上貞奴と花子に関しては出自の類似性と舞
台で披露した演目について、伊藤道郎に関し
てはイギリスやアメリカで能からインスピ
レーションを得て創作した「鷹の井戸」のほ
かに、「田村」「二つの扇子」なども創作して
いたこと、1930 年代には踊り手全員が着物
を身に纏って踊る「越天楽」など日本をアピ
ールした作品をハリウッドボウルで友人近
衛秀麿（近衛文麿の弟で指揮者）とコラボレ
ーションを行い披露していたことについて
言及した。 
 
＜平成 28 年度の研究成果＞ 
主に国外の図書館、資料館に出向き、一次
史料を閲覧収集し調査研究した。 
フランスでは国立図書館、デンマークでは王
立図書館、アメリカではロサンゼルス公共図
書館、Toyo Photo Studio、 ホイットニー美
術館、メトロポリタン美術館、イサム・ノグ

チ美術館、National Museum of Dance等に
所蔵されている一次史料、新聞記事、雑誌記
事などを閲覧収集し、20世紀初頭における 3
人の日本人舞踊家が当時の欧米諸国で如何
なる評価を得ていたのか、また如何なる文化
交流があったのか、3 人の相違点、類似点も
含め検証し比較分析した。 
 
(１)川上貞奴と花子の出自から幼少期・青年
期に関して比較分析した結果、双方とも幼少
期に養女に出され、舞妓、芸妓の訓練を受け
る過程で日本舞踊を習得するなど非常に似
通った体験をしていることが分かった。しか
し川上貞奴はアメリカでの巡演の際、川上一
座の一員としてやむなく女優として 20 代で
舞台に立ったのに対し、日本で芸妓として生
活していた花子は、ある興行師の誘いを受け、
30代前半の頃、自らの意志でコペンハーゲン
に出向いており、舞台に立ったきっかけには
違いがあることが分かった。国内外において
の知名度は川上貞奴の方が高いが、史料調査
から、海外での滞在期間や公演数などは花子
の方が断然多いことも判明した。 
 
(２)パリではサダヤッコと名付けられた呉
服店が開店したり香水がパリ中心部で売ら
れるなど、貞奴の人気は想像以上であったこ
と、また当時のフランス首相のための私的公
演会で踊りを披露していたことが新聞記事
から判明した。このような人気はそれ以前か
らパリで巻き起こっていたジャポニスムを
さらに加速させるものであり、当時欧米にお
いて貞奴はジャポニスムを代表する偶像の
ような存在になっていることが推測できた。 
 
(３)花子がその名を知られるようになった
のはロダンが彼女をモデルにした数多くの
彫刻作品を創作したことが主な要因と考え
られるが、ロダン美術館所蔵の史料から、ロ
ダンは彫刻作品だけでなく、着彩した花子の
デッサンも描いていたことが判明した。 
デンマーク王立図書館所蔵の史料を詳細に
調べたところ、コペンハーゲンでの公演では
ポスターの色が赤になっていたことから、理
由は不明であるが、実際、公演の 1回はキャ
ンセルになっていたことや演目を変更して
公演を行っていたこともわかった。 
 
(４)伊藤道郎が 30 年代にハリウッドボウル
で披露した伝統的な日本を基調とした作品
「越天楽」は、これまでは観客に絶賛されて
いたとされていたが、当時の新聞記事を入念
に調べたところ、壮大さは評価されたものの
日本古来の楽器を使用した雅楽が当時のア
メリカ人にはまだ音が馴染めず、むしろ洋楽
を基調とした一方の演目、「美しく青きドナ
ウ」の方が当時の観客には受け入れやすく高
評を得て、再演されていたことがわかった。
また当時、写真家東洋宮武氏が撮影したロサ
ンゼルス時代の伊藤道郎の数多くの未刊行



の写真が Toyo Photo Studioに保管されてい
ることが分かった。 
 
(５)各人を教育の観点から調査した結果、貞
奴、花子は現地に学校を創設するに至らなか
ったが、伊藤道郎はアメリカのニューヨーク
とロサンゼルスに舞踊学校を創設し、自身の
考える新しい舞踊を教育していた。 
貞奴は帰国後、帝国女優養成所を創設し、
道郎は帰国後も舞踊学校の他、俳優やモデル
の養成にも力を注ぎ、終戦当時の日本に明る
い未来を築こうとした。花子は国外、国内の
どちらにも舞踊学校を開くことはなく、ロン
ドンに日本料理屋を開いていた。帰国後は舞
踊家として公演を行うこともなく舞踊学校
も創設しなかった。 
 
(６)本研究で取り上げた 3人の舞踊家各々が
その公演活動において提唱した相違点とし
ては、貞奴と花子の 2人は「ハラキリ」のシ
ーンをメインに日本を主張し評価を得よう
としたが、伊藤道郎は、W・B・イェイツや
友人山田耕筰や近衛秀麿とコラボレーショ
ンを行い、日本を基調とした作品を積極的に
披露し日本をアピールした。 
 
(７)日本人舞踊家 3人の共通点としては、海
外に出向く前に日本舞踊を学んでいたこと、
海外では作品の中で日本舞踊を一部取り入
れて日本を提唱していたことが挙げられる。
それは 20 世紀初頭の西欧化された日本では
なく、むしろまだ封建制時代の日本の表現で
あったことが共通項として考えられる。 
 
(８)イザドラ・ダンカン以外の芸術家（画家、
彫刻家、写真家）との関わりについて、画家
パブロ・ピカソやオットー・ミュラーが川上
貞奴を描き、彫刻家オーギュスト・ロダンが
60以上もの花子のマスクを作成、伊藤道郎に
関しては、彫刻家イサム・ノグチがマスクを
創作、写真家東洋宮武が数多くの伊藤の写真
を撮影していた。このように、本研究対象 3
人の日本人舞踊家各々が常に同時代の他分
野の著名な芸術家の創作意欲を鼓舞する存
在であったことが分かった。 
 
(９)これまで明らかにされてこなかったイ
ザドラ・ダンカンと 3人の日本人舞踊家の接
点、影響関係および欧米諸国での受容につい
て国際学会(The Congress on Research in 
Dance と  Society of Dance History 
Scholars の Joint Conference)で“Isadora 
Duncan and the Japanese Performers: 
Sada Yacco, Hanako and Michio Ito”と題し
次のように発表した。 
 パリ万博のロイ・フラー座に連日通って観
ていた川上貞奴の踊りからは日本舞踊独特
の流れるような動きと草履を脱いで踊る姿
に触発され、イザドラもサンダルを脱いで裸
足で踊るようになったであろうこと、花子と

はモスクワで出会っていたことが花子の回
想録から判明し、イザドラがロシアで花子の
迫真に迫るリアルな演技を鑑賞し、そこから
舞台上でのリアリティーをさらに追及する
ようになったのではないかと推測できた。 
 伊藤道郎は、第一次世界大戦中にニューヨ
ークで行われたイザドラの公演の招待者で
あったこと、それ以降互いに自らのダンスス
タジオを行き来するなど、非常に親交を深め
ており、それぞれの芸術観について意見交換
していた可能性が高いことが推測できた。 
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